
















2014 年１月、鳥インフルエンザ（avian influenza）が全羅北道の高敞から流行し始めて、７月 30 日の時点で
アヒル、鶏などの家禽類 1,390 万羽が屠殺された。これらのうちほとんどは実際に感染したものではなく、他の
地域に伝染するのを防ぐために予防的次元から埋められたのだった。これに先立ち、2011 年には前年の冬から広








































































































































































































































































で先天的要因と言われる DNA が同じで、また 24 時間一緒に生活するしかない運命という面で、後天的要因と言
























































題：Lifecycles、1998）やディーパック・チョプラ（Deepak Chopra）の『死後の生活』（原題：Life After Death、
2006） のような本は、前生と来生の存在について科学的、また客観的に明らかにしようと努力した力作である。
しかし、これらは仏教輪廻説の内容を十分に熟知しておらず、輪廻の過程や原因について体系的理論を打ち立てる
には不十分さが残る。さらに輪廻説は、科学理論に未知として残っている部分の補完に活用したり、新理論確立の
手がかりを提供することもできる。
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最後に、輪廻説を実証しながら、これを理解しやすく解説し大衆に広く伝える努力が必要である。世界が平和に
共存し、善業を行わなければならない理論的基盤として輪廻説の右に出るものはない。仏教が研究室と学術書から
抜け出し大衆社会のなかで実際に幸せに貢献できる方法を研究しなければならない。
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